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２．日常生活の状況

（１）日常生活での自立状況

ア.高齢者一般の日常生活における自立状況については、８割以上の方が「ア～オの

すべてができる」と回答しており、日常生活において自立していることがわかる。

イ.世帯類型別にみると、単身（ひとりぐらし）世帯で、「すべてできる」の割合が

高くなっている。

《自立状況の分析》
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すべてできる １つ以上できない 無回答

図表 11 日常生活での自立の状況 （単数回答）
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n＝103

その他の世帯
n＝686

すべてできる １つ以上できない 無回答

【高齢者一般】

図表 12 世帯類型×日常生活での自立の状況 （単数回答）

ア．バスや電車を使ってひとりで外出できる

イ．日用品の買い物ができる

ウ．食事の用意ができる

エ．請求書の支払いができる

オ．お金の管理ができる

これら５項目について回答のあ

る人を

「すべてできる」と

「いずれか１つ以上できない」

に分類した。
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（２）病気や障害と自立の状況

ア.健康状態についてみると、介護サービス利用者では７割弱、介護サービス未利用

者では８割弱が、「身の回りのことは自分で行える」方であることがわかる。

イ.介護サービス利用者より介護サービス未利用者の方が、「日常生活は自分で行え

る」、「日常生活はほぼ自分で行えるし外出もひとりでできる」と回答する割合が

高くなっている。
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介護サービス未利用者
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大した病気や障害もなく、日常生活は自分で行える

病気や障害などはあるが、日常生活はほぼ自分で行えるし外出もひとりでできる

病気や障害などがあり、家の中での生活はおおむね自分で行っているが、外出はひとりでできない

病気や障害などがあり、家の中での生活でも手助けが必要で、日中もベッドでの生活が中心である

病気や障害などがあり、トイレ、食事、着替えなども介助を要し、１日中ベッドにいる

無回答

ア．「身の回りのことは自分で行える」

78.4％

65.4％

図表 13 日常生活での自立の状況 （単数回答）
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（３）外出時の状況

ア.外出時の状況をみると、「ひとりで外出できる」と回答する割合が、介護サービ

ス利用者が 39.6％であるのに対し、介護サービス未利用者では 59.9％と高くなっ

ている。
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介護サービス未利用者
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交通機関を使ってひとりで外出できる
補助具を使いながら、交通機関を利用してひとりで外出できる
バスや電車などの交通機関を使わない範囲内ならひとりで外出できる
介助者がいなければ外出できない
寝たきりなので、外出できない
無回答

39.6％

ア．「ひとりで外出できる」

59.9％

図表 14 外出時の状況 （単数回答）
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（４）将来（現在）の生活における不安や悩み事

ア.これから高齢期一般の将来の不安や悩み事、介護サービス利用者および介護サー

ビス未利用者の現在の不安や悩み事をみると、いずれも「自分の健康のこと（健

康面）」をあげる割合が最も多い。

イ．この他の不安や悩み事としては、これから高齢期一般では、「経済面（生活費等）」、

「自分や家族が介護が必要になること」をあげる割合が高い。

ウ．介護サービス利用者、介護サービス未利用者では、「不安なことは特にない」を

あげる割合が高く、健康面以外の項目はいずれも低い割合となっている。
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自分や家族が介護が必要になること

家族の健康のこと

ひとりで生活しなければならなくなること

家族・親族との関係

預貯金等の管理

近隣とのつきあい

その他

不安なことはない

無回答

％
【これから高齢期一般 N=568】

図表 15 将来の不安や悩み事／これから高齢期一般 （複数回答）
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健康面（要介護状態の悪化など）

生計面（経済的に苦しくなることなど）

防犯・防災（避難場所がわからないなど）

住居（老朽化、高齢者向きでないなど）

隣近所との関係（付き合いがあまりないなど）

親族との関係（行き来がないなど）

金銭の管理

その他

不安なことは特にない

無回答 介護サービス利用者 N=1,592
介護サービス未利用者 N=878

％
【現在の不安や悩み事】

図表 16 現在の不安や悩み事／介護サービス利用者・介護サービス未利用者 （複数回答）
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（５）健康や保健福祉に関する情報源

ア. 高齢者一般調査（高齢者一般、介護予防事業利用者、介護予防事業未利用者）

について、健康や保健福祉に関する情報源をみると、全体では「テレビ・ラジオ」

「ねりま区報」「新聞」の割合が多くなっている。

イ．介護予防事業は区が実施する事業であり、参加経験を持つ介護予防事業利用者

では特に、「ねりま区報」「高齢者相談センター」と回答する割合が高くなる傾向

がみられる。

43.3

39.7

38.8

26.5

23.8

18.3

18.2

8.2

8.1

4.4

4.3

3.4

1.7

1.5

1.1

28.8

61.4

31.1

15.9

23.5

15.9

12.1

3.0

11.4

0.0

20.5

3.8

3.8

3.0

0.8

48.7

38.1

33.7

19.2

23.4

17.9

19.9

7.7

6.1

2.2

4.2

1.9

2.2

1.0

0.6

0 10 20 30 40 50 60 70

テレビ・ラジオ

ねりま区報

新聞

病院などの医療機関

友人・知人

「わたしの便利帳」など区の刊行物

家族・親族

雑誌・専門書

回覧板・掲示板
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％

図表 17 健康や保健福祉に関する情報源（複数回答）


